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構造化の進んだ水の安定性と活性力

オーブス株式会社

１．はじめに

建材類から放散されるＶＯＣ・ホルムアルデヒド類が問題視され始め、関連法の改正ごとにシ

ックハウス対策が義務付けされてきている｡この対策法として各建材業界では多様な方策が検

討され､ホルムアルデヒドについては､これに変わる物性をもつものの利用により、かなりの対策

が進んでいると聞かれている。しかし､さらにホルマリンを使用しない建材からも、また自然素材、

自然剤成分からもホルムアルデヒドが放散されることも知られており、さらに研究がすすめられ

ている。

当社では､建材類に含まれる結合水の安定性(構造化され安定性を持つ)の異なりに着目

し､その蒸散や崩壊を防ぐことにより､ＶＯＣ､ホルムアルデヒド放散量の発生を抑制する対策

剤を考案し､開発に至った。

2.構造化した安定水と､不安定な自由水

構造化した水とは､水の水素結合力が強く、界面活性が高い｡また､優れた浸透力を示し、

蒸発速度は遅く、安定している水である。

このような水で､物質間や結晶間に結合されている水を結合水と称している。

一般に生体内でのタンパク質の結合水は､核磁気共鳴法や誘電分散などにより､タンパク

質に近い水ほど､水分子の回転振動数が少ないことが確かめられている｡つまり､タンパク質

に近い水分子は結合力が強く､安定性に優れ､周囲からタンパク質を保護する役割を果たし

ている｡また､構造化した水は安定水であるとともに､一度結合物より離れると､非常な活性力

を示し両特性を持ち、強い還元性による結合性と､強い酸化性による分解性を併せもってい
る。

自由水とは蒸散しやすく､結合水になりにくい水を称する｡一般に我々の概念上の水で､飲

料水や産業用原材料水に使用されている水の大部分は､この自由水の割合が多い水である。

タンパク質などの物質のまわりの水も､物質から遠くなるほど､安定性に劣り、自由度が増す。

この安定性に劣る水は､結合水から遊離しやすく、遊離した直後の自由水は強力な活性力を
有する。

3.建材から発生するＶＯＣ童と建材強度の低下

建材の劣化.老化現象は､建材構造組成分中の結合水と自由水とが遊離すること､つまり

結合水の水分子間の水素結合が切断され､物質の合成力が崩壊されることで発生している。

またさらに､結合水の中でも水素の電子引力が弱くなったものは､水分子としての安定.性に劣

り､水素が解離され､揮発性の方向性を持つ｡この反応時に建材の構造組成分間の結合が切
断され､一緒に揮発化される。

建材中に残った結合水の水分子の酸素面が活性化し､強い酸化力を示し､建材構造組成
物を酸化させ､強度の低下を促進させる。

一方､結合水の水分子間の水素結合が解離された直後の水分子は､活性の高い自由水と

なって放散する｡この時､周囲の物質を巻き込みＶＯＣ･ホルムアルデヒド等を包含しながら空
気中に飛散する。
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水の水素結合が切断され､ホルムアルデヒドを包含する自由水の放散の例を図１．に示す。
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図－１水の水素結合が切断され､ＶＯＣを包含して放散する自由水

4.Ｗ,PHIXZ液による脱ＶＯＣ･ホルムアルデヒドの反応

ｗ'Pl-llXZ水は高速回転による微振動のスピン運動を持ち､強い活性力を持つ一面がある。

この水分子による脱ＶＯＣ･ホルムアルデヒド分解メカニズムは､物理化学的反応であり､複雑

で単純ではないが以下のように､考察できる。

ホルムアルデヒドは一種の還元剤であり、酸化すると炭酸ガスと水になる｡空気中での酸化

は極めて長時間を要するが､Ｗ，PHIXZ液を用いることにより､酸化作用が活発になり､短時

間で分解される。

建材中より、自由水とともに飛散したホルムアルデヒドや､建材中に残存するホルムアルデ

ヒドに接触したＷ，PHIXZ水は､直ちに強い活性力を持つ酸素を発生し､炭酸ガスと水を生成

する。

多量のマイナスイオンを含む水による無臭化の過程を下記(1)、(2)、(3)に示す。

４(H劃0週)￣→６H圖Ｏ十国…(1)
ＨＣＨＯ＋唾→ＣＯ②＋ＨｚＯ…(2)
(1)＋(2) 

ＨＣＨＯ＋４Ｈ３０２－→ＣＯ２＋７Ｈ２○・・・(3)

ホルムアルデヒド（マイナスイオン）炭酸ガス（水）

以上のような段階を経て､Ｗ'PHIXZ水によるホルムアルデヒドの分解はなされると

考察される。

5.Ｗ,PHIXZ液による建材の構造組成物の劣化防止について

建材の構造組成分中の結合水から､水素結合が解離され、自由水が飛散した解離部の酸

素面は､極めて高い活性点が発生する。

この不安定な活性点に､Ｗ'PHIXZ液の強い還元性と界面活性により、酸化の方向性を解

除､強い結合合成力を示し､建材の劣化を予防･保護する効果を発揮することが考察される。
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酸化の方向性を示す活性点にＷ，PHIXZ水が浸透し､結合合成力を強化する概念図を図

－２に示す。
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固化安定する。

図－２結合力の強化

Ｗ'PHIXZ水が酸化の方向性を示す活性点に侵入し､活性点を水分子の高速微振動により電

子引力が増し安定化､より強固な結合合成物を再生する。

6.まとめ

Ｗ，PHIXZ液によるＶＯＣホルムアルデヒド処理と放散の抑制､建材の劣化防止について考察

を含み下記にまとめる。

１)Ｗ,PHIXZ水は微粒子化されて､構造化が進み､安定性と活性力の両性を保存共有する。

Ｗ，PHIXZ水のみでは優れた安定性を示すが､他の物質との接触により､強い反応性を示

し還元し､結合合成力を安定させると考えられる。

２)空気中の酸素は酸化反応は鈍く､反応に長期間を要するが､Ｗ，PHIXZ液より発生する発

生直後のオキシダントは活性が高いため、酸化反応は極めて高く、この速攻性により生成

合成された合成面は安定性に優れる。

３)Ｗ'PHIXZ液は､微細なマイナスイオンを多く含み､このマイナスイオンによる分解性を持ち

合わす。
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補追

Ｗ'PHIXZ水生成の過程と､各化学反応について補追する。

Ｗ，PHIXZ水は特殊な処理により､水分子の振動数は小さく超高速回転をし､水分子の平衡

状態が保たれている。

下記にその反応式と酸化と還元反応について示す。

／ｴﾈﾙｷﾞｰ(光）
①Ｈ２０－Ｈ＋ＯＨ…平衡状態

②Ｈ＋Ｈ、→Ｈ恩↑…水素ガス発生

水素イオンの動き(－部は水中に残る）

③Ｈ２Ｏ＋Ｈ→Ｈ３Ｏ ･･･水中に存在する

水酸イオンの動き

④Ｈ２０＋ＯＨ－→H3O2-

⑤2Ｈ３０ｒ→３Ｈ２０＋１/2０， 

…マイナスイオンの生成

･･･発生初期の酸素

Ｗ，PHIXZ水の還元力は､上記③に示したＨ２･により､酸化還元電位が低くなることによる｡この

状態の水は構造化され､極めて高い安定性を示す。

またＷ，PHIXZは､水のみの状態では活性点を示す酸素面は発生することはなく､安定性に優れ

る水になっている.
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特記WPHIXZ-VOC201分解液とVOC203仕上げ液について

Ｗ,PHIXZ液は､安定水としては強力な還元力による結合性を示し､活性力を持つ水の働

きとしては､強力な酸化性である分解力を共有した安定した水である。

LVOC201分解液の酸化分解反応について

VOC201分解液は､マイナスイオンを多量に含むﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｲオン(Ｈ302-)豊富

水である。

水分子は､Ｈ２０￣Ｈ、＋ＯＨ－の平衡状態を保持しているが､水分子が外的なエネ

ルギー(光､超微波長の振動)により､平衡状態が壊れ､Ｈ３０とＨ３０２を生成した活性力

を持つ水となる。式(1)(2)(3)(4)に示す。

、｡骨瓦十典‐
Ｈ２。＋６V-→Ｈ薊0㎡
Ｈ,Ｏ＋Ｎｉ→Ｈ､。

(1)＋(2)＋(3) 

３Ｈ２０骨Ｈ302‐＋

（水）（ﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｲｵﾝ）

･･･(1) 

･･･(2) 

…(3) 

Ｈ’○…(4) 

(ﾋﾄﾞﾛﾆｳﾑｲｵﾝ） 

VOC201の分解液は､式(2)に示すＨ３ｑＦﾋﾄﾞﾛｷｼﾙｲオンの多い水である。

建材中より発散したＶＯＣ･ホルムアルデヒドに接触したVOC201は､直ちに発生期の酸

素を発生し､炭酸ガスと水に分解し無臭化する。式(5)(6)(7)に示す。

ＨＣＨＯ＋０２→ＣＯ２＋Ｈ２０…(5) 

４Ｈ302‐→６Ｈｚ０＋０２…(6) 

(5)＋(6) 

ＨＣＨＯ＋４Ｈ302‐→ＣＯ２＋７Ｈ２０ 

（ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ）（ﾋﾄ,ﾛｷｼﾙｲｵﾝ）（炭酸力俶ｽ）（水）

･･･(7) 

ホルムアルデヒドの分解はVOC201による発生期の酸素により酸化され､炭酸ガスと水

に分解される。
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2.VOC203による還元､固定化作用について

VOC203は､式(3)に示すＨ３０ヒドロニウムイオンである含有水素が豊富な水である。

建材の老化現象である建材構造組成物中の結合水の水素結合が切断され､水から解

離した水素が建材中の物質とともに揮発する｡この切断面は､酸化を起こしやすく活性状態

となっている。

VOC203は､この活性面に接触するとヒドロニウムＨ３０から水素が発生し､活性面に吸

着され固定化される。

式(8)、図－１に示す。

･･･(8) ２Ｈ３０．→Ｈ２０＋１/2Ｈｚ 

(ﾋﾄ゜ﾛﾆｳﾑｲｵﾝ）（水）（水素）

同様に､結合水の水素結合力が弱くなっている場合についても､VOC203の含有水素

により､結合水間の水素結合力が強化され安定する。

VOC203による酸化現象を抑制し､建材組成分の揮発化を防ぐ作用は､ヒドロニウムイ

オンＨ３ｏの含有水素の働きによる強力な還元作用によるものである。

以上
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